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子どもを産み育てたいと思われるまちづくりを進めました

①保育料軽減 （平成27年度決算額：2億8,608万円）【軽減相当額3億7,043万円】
　保育園保育料を県内で最も低い水準に引き下げました。　※平成26年度から実施

②こども医療費助成 （平成27年度決算額：1億6,413万円）
　医療費助成の対象を18歳の年度末まで拡大し、自己負担額を撤廃した窓口無料化と
しました。

③出産準備手当 （平成27年度決算額：659万円）
　出産に向けた準備費用の手助けとなるように、妊娠16週を迎えた妊婦に対し、胎児一
人につき1万円を助成しました。

④三世代ファミリー同居・近居促進助成 （平成27年度決算額：120万円）
　家族の支え合いにより子育てしやすい環境を整備するため、三世代が同居・近居を始
めるための増改築等に対して、補助金30万円を助成しました。

『将来への備え』

「子育て安心パッケージ」の充実　　【28年度事業】

❶ 第3子プレミアム応援
　多子世帯の経済的負担を軽減するため、第3子以降の学校給食費（県内初）と学童保育料を無
料化しました。
❷ 子育て応援ステーション「かがっこネット」
　県内初の取り組みとして、妊娠期から子育て期までの切れ目ない相談支援を、同一施設で一
体的に行う「子育て応援ステーションかがっこネット」を平成28年10月にオープンしました。

❸ 楽しい遊び場整備
　小さい子どもたちが、天候に左右されず、安全にあそべるなど、子育て世代のニーズ
に対応した「魅力ある楽しい遊び場」の整備に向けた実施設計を進めます。

〈県内でもっとも子育てしやすい環境を目指した取り組み〉

さらに今年度から
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人口減少対策に向けた取り組みを進めました

●婚活支援事業 （平成27年度決算額：95万円）
　結婚を希望する独身男女を対象に、月に1回の結婚・恋愛相談会、年に3回の婚活力セミナー
を開催したほか、婚活事業を行う民間団体等のイベント情報発信に関する協力やイベント実
施の助成を行い、婚活に向けた支援を行いました。

●婚活&子育て情報サイト構築事業 （平成27年度決算額：1,000万円）
　結婚・出産を望む方々に結婚、出産、子育て等について切れ目のない情報を
発信するため、結婚＆子育て情報サイト「kagaみん」を開設しました。
　　　「kagaみん」はこちら　http://www.kaga-min.com/

地域間ネットワークの整備を進めました

●乗合タクシー運行事業 （平成27年度決算額：3,760万円）
　利用者それぞれの出かけ先となる病院やショッピングセンター、
金融機関、公共施設など、あらゆる店舗や施設、各町の停留地点まで
乗ることのできる乗合タクシー「のりあい号」の運行を始めました。

●加賀温泉駅前活性化対策事業 （平成27年度決算額：363万円）
　平成34年度末の北陸新幹線金沢敦賀間開業に向け、「北陸新幹線加賀温泉駅駅舎デザイン
コンセプト検討委員会」において「北陸新幹線加賀温泉駅駅舎デザインコンセプト」を策定
し、平成28年6月に要望書として鉄道・運輸機構に提出しました。

計画的な行財政運営を進めました
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　次世代に過度な負担を残さないように、継続的かつ安定的な行政サービスを提供できる計
画的で身の丈に合った財政運営を進める中期財政計画を策定しました。
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観光振興に向けた取り組みを進めました

●温泉地誘客促進事業 （平成27年度決算額：8,102万円）
　三温泉地の魅力創出、情報発信、温泉管理や源泉整備、温泉地のブランド化向上に係る事
業に対し支援を行うとともに、温泉地の回遊性を高めるため、若年来訪者限定での総湯無料
利用キャンペーン、旅行会社とのタイアップによる企画商品の造成などを実施し、「温泉共
創地」として、加賀温泉郷の魅力を向上させながら誘客促進を図りました。

●首都圏プロモーション事業 （平成27年度決算額：4,523万円）
　インターネットや旅行雑誌を活用した戦略的な情報発信を強化する
とともに、官民一体でのトップセールスの実施や都市圏でのイベント
に参加するなどし、旅行会社とのタイアップや観光誘客に向けたPRを
図りました。また、地元食材を活かした新しいご当地スイーツ「加賀パ
フェ」を開発しました。

●加賀温泉郷 湯めぐり・まち巡り促進事業 （平成27年度決算額：5,000万円）
　個性豊かな三温泉地が持つ特徴を来訪者に堪能していただくため、超小型
EVレンタカー「温モビ（ぬくもび）」や電動アシスト付レンタサイクルを導入
し、三温泉地における回遊性の向上を図りました。

●海外都市交流インバウンド推進事業 （平成2７年度決算額：2,768万円）
　台南市長一行が視察に来市したほか、台湾では工芸展の開催や旅行
博に出展し、シンガポールのチンゲイパレードには山代大田楽が参加
するなど、市民ぐるみで交流を深め、海外でのPRを行いました。また、
宿泊施設や飲食店等のWi-Fi、トイレ洋式化などの整備を進め、外国人
旅行者の利便性向上を図りました。

「観光戦略プラン」の目標値を達成し、温泉地観光入込客数はＶ字回復となりました。

『成長戦略』

▲旅行会社へのトップセールス

▲温モビ

▲チンゲイパレード
　（シンガポール）
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「（仮称）IoT推進事業」によりIT人材を育成する取り組みを進めています。【28年度事業】
❶ プログラミング教育事業
　小学校の授業必修化に先駆けて、小学校で児童を対象としたプログラミング教育を実施して
います。
❷ IoT講習事業
　あらゆるものをインターネットでつなぐ「IoT」を活用し、生産性や付加価値の向上につなが
る取り組みを推進しています。
❸ 創業・経営支援事業
　　IT関連の新規事業の創出や、市内での新規創業に向けた支援を行っています。
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雇用の創出に向け企業誘致を進めました

IT人材育成への取り組みを進めました

●企業誘致推進事業
（平成27年度決算額：2,216万円）

　平成28年春に、小松ウオール工業㈱や㈱ソ
ディックの新工場が完成し、それぞれ従業員
100人規模の工場が稼働しました。また、旧菅谷
小学校へのエネックス㈱の進出や㈲昭宝製菓の
拡張移転が決定し、将来的には100人を超える
市民雇用の増加が期待されています。

ものづくり産業の基盤強化に向けた取り組みを進めました
●海外輸出促進事業 （平成27年度決算額：25万円）
　地域経済の発展と人材育成を図るため、県内で初めての取り組みとなる、「日本貿易振興
機構（ジェトロ）金沢貿易情報センター」と連携し、伝統工芸の山中漆
器や九谷焼、食の輸出などの海外販路の開拓を進めました。
　また、平成28年度には「加賀市貿易推進機構」を立ち上げ、市内事業
者の商談や市内産品の積極的な取り扱い、市場情報の市内企業への情
報提供を行っています。

●ロボレーブジャパン国際大会推進事業 （平成27年度決算額：1,099万円）
　平成27年11月に「加賀ロボレーブ国際大会」を開催し、アメリカ・台湾・シンガポールをは
じめとする６か国236名が参加しました。市内からも小学生から高校生まで多くの方が参
加し、科学とものづくりへの興味・関心を引き起こすとともに、国際交流の輪を広げました。

●家庭教育の推進事業 （平成27年度決算額：74万円）
　将来を担う子どもたちの健やかな成長に向け、市や学校、地域、事業者が各々の役割を担
うとともに、子どもに必要な生活習慣の確立や自立心の育成、調和のある心身の発達に向
け、関連する団体が一体となり、家庭教育への支援を推進する「加賀市家庭教育支援条例」を
制定しました。

家庭教育支援条例を制定しました

▲小松ウオール工業㈱
　加賀工場

▲㈱ソディック加賀事業所
　食品機械工場

▲エネックス㈱加賀工場
　（旧菅谷小）

▲㈲昭宝製菓新工場

▲ジェトロ金沢との
　覚書調印の様子
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日7.3件を月で換算
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平成28年4月に『加賀市医療センター』が開院しました

加賀市医療センターの運営状況について

　平成28年4月1日、JR加賀温泉駅前に加賀市民病院と山中温泉医療センターを統合移転した
加賀市医療センターが開院しました。
　この新病院は、本市の喫緊の課題とされていた2次救急医療への対応を強化するため、医療資
源の集約化による新たな医療提供体制を構築することで、市民の皆さまに安心・安全な医療を
安定的に提供します。

●一日平均患者数（5～10月の平均）
　外来患者数　541人　　
　入院患者数　255人
　　　　　　（病床稼働率85.0％）

●救急搬送の対応
　救急搬送　225件／月（1日平均 7.3件）
　受け入れられなかった救急車　1.8件／月
　　　　　　　　　99.2%　受け入れている

〈救急搬送件数調べ（近隣病院との比較）〉

救急搬送件数（月平均） 病床数
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